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小・中学生のスキー教室に関する研究

―新潟大学公開講座の事例から―

大橋正春*・山崎健*・池田誠司**

I . はじめに

平成1 5 年度新潟大学教育人間科学部主催の 公開講

座と して , 小中学生ス キ ー 教室が 実施された ｡ これ

は
, 新潟県と いう雪の特性をい か した ス キ

ー 教室を

実施し, 冬の 自然体験活動を通 し, ス キ
ー 技術を高

めると共に , 冬 の 自然や雪国 の生活 - の 理解と関心

を深め , 参加者相互 の親睦を図り, 豊か な人間性を

養う ことを目的とした ｡ さらに ,
小中学生と して は ,

最近で はなか なか 異年齢間 で の交流が 少ない ため ,

小学4 年生か ら中学 1 年生ま で の男女混合班と して

2 泊 3 日 の 日程 で 実施 した ｡ こ の ス キ
ー

教室 は ,
ス

キ
ー 講習の 他に キ ャ ン ド ル フ ァ イ ヤ ー

, 星座観察,

お楽しみ会な どをプ ロ グラ ム と して取り入れた ,
自

然体験活動を含む総合的なプ ロ グ ラ ム で ある ｡ こ の

ス キ ー 教室を通 して 小中学生 の ス キ ー 教室は い か に

ある べ きかを探り, 今後の資料とす る ことを本研究

の 目的と した ｡ 尚, 行動日程及び参加者の持ち物に

つ い て は行動日程表 ( 資料1 参照) 参加者の持ち物

リ ス ト ( 資料 2 ) を参照 して い ただきた い ｡

2 . 研究方法

質問紙法

自由記述に よる分析

3 . 結果と考察

参加者で ある新潟市 の小中学生の ス キ ー 経験を調

査 したとこ ろ, こ れま で に ス キ
ー

を した こ とがある
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者が36 名,
した ことがない者が 8 名 いた ( 表 1 参照) 0

こ の こ とに関して , 家族に ス キ ー をす る人 は い るか

とい う質問をしたと こ ろ, 家族 の 中に ス キ
ー

をする

人が い る者は3 6 名, い ない 人が 8 名 いた ( 表2 参照) ｡

雪国 で ある新潟県の環境を考えると , 家族の 中に ス

キ ー

をする人がい ても何ら不思議で はない ｡ さらに

小中学生が 自ら何らか の 交通手段 を使 っ て ス キ
ー

場

に足 を運ぶ とい う こ とは考えにくく ,
ス キ ー を した

こ とが ある参加者の 多く は, ス キ ー をする家族に連

れられ ス キ
ー に行 っ た ことが ある の だと推察される ｡

したが っ て , 小中学生に と っ て ,
家族の 中に ス キ ー

をす る人がい るか い な い か は, 本人の ス キ
ー 経験と

大 きく 関係 して い る ｡ 次 に , 経験 回数 に つ い て は

｢ 1 - 1 0 回｣ が2 4 名 で ある の に 対し, ｢ 11 回以上｣

は した こ と の あ る者の 半 数の 1 3 名 しか い なか っ た

( 表 3 参照) ｡ 滑走回数が 技能 レ ベ ル と密接に 関係

する ス ポ
ー

ツ で ある ス キーにお い て , 経験回数が1 0

回程度とい うの は少ない と言える ｡ しか し, ス キ
ー

教室 へ の 参加動機 ( 複数回答可) で は, ｢ ス キ
ー

が

したか っ たか ら｣ , ｢ ス キ
ー

が 上手くなりたか っ たか

ら｣ と い う回答が多い ( 表 4 参照) ｡ こ の ことか ら

今回の 参加者である新潟市 の小中学生にと っ て ス キ ー

は
,
｢ した こ とはある｣ と い っ た レ ベ ル で あり, 十

分な経験を積ん で い ると は言え ない が ,
ス キ ー に 対

し て積極的な気持ちは持 っ て い ると い う ことが 言え

る｡ したが っ て , 今回の ス キ
ー 教室は新潟市の 小中

学生 の ス ポー ツ ニ ー ズ に 答え るもの で あると共に ,

ス キ ー を経験し上達する貴重な体験だ っ た と言える

の で はない だろうか ｡

そ れ で は ス キ
ー

教室に 対して 参加者が どん な感想

を持 っ て い るか見 て いく ｡ 今回 の ス キ ー教室を通 し

て ス キ ー が 好きに な っ た か とい う質問 に対 して は4 4

名中4 3 名i)ミ好きに な っ たと答え た ( 表 5 参照) ｡ こ

の こ とは ｢ あなた は班 の ス キ
ー 技術 に満足 しま した

か ? ｣ と い う質問 に 対 し, 2 9 名 ( 全体の 6 割) が
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持ち物リス ト

資料 2

N O 道 具 用 途 数 量 備 考 チ ェ ッ ク

1 しおり 全 般 1 部

2 筆記用具 全 般 1 式

3 長袖上下 ( 学校体操着な ど) 宿 泊 適 宜

4 着替え 着 替 え 適 宜

5 洗面用具 生 活
一 式

6 タ オ ル 生 活 2 ,
3 枚

7 バ ス タオ ル 入 浴 1 枚

8 下着 着 替 え 適 宜

9 靴下 着 替 え 適 宜

1 0 ス キ
ー

用具 ( 板,
ス ト ッ ク

,
靴) ス キ

ー 一 式 持参者 のみ

l l ス キ
ー

ウ エ ア ス キ ー 1 着 持参者 のみ

1 2 セ ー タ ー

,
フ リ ー ス 等 ( 防寒用) ス キ - 適 宜

1 3 . ア
ン ダ ー タ イ ツ ( 防寒用) ス キ

ー

適 宜 あれば

1 4 厚手 の 靴下 ス キ ー 2
,
3 組

1 5 毛糸の 帽子 ス キ ー 1 つ 持参者のみ

1 6 手袋 ス キ
ー 1 組 持参者のみ

1 7 ゴ
ー

グ ル 又はサシ グラ ス ス キ ー 1 つ 持参者のみ

1 8 日焼け止め ス キ - 適 宜 必要な人

1 9 ワ ッ ク ス ス キ
ー

適 宜 ある人 のみ

2 0 懐中電灯 生 活 1■ つ

21 カ イ ロ 全 般 適 宜 必要な人

2 2 土産代 土 産 適 宜 必要な人

2 3 フ一イ ツ シ ユ 生 活 適 宜

2 4 常情薬 生 活 適 宜 常用薬あれば

｢ 満足｣ , ｢ や や満足｣ と答えた こ とと ( 表6 参照) ,

｢ 変) なたは コ
ー チ の 指導に 満足 しま したか ? ｣ と い

う質問に対 し, 4 1 名 ( 全体の 9 割) が ｢ 満足｣ , ｢ や

や 満足｣ と答えた こ と ( 表 7 参照) か ら ,
｢ ス キ ー

が した い ,
上手く なりたい｣ と い う参加者に多か っ

た参加動機に ふさわ しい 班編成,
ス キ

ー

指導が行わ

れたと言 える ｡ そ し て そ れに よ っ て参加者が ス キー

の 特性に触れ ,
ス キ ー に 対する好意的態度を育ん だ

と言える｡

キ ャ ン ド ル フ ァ イ ヤー, 星座観察は初日の 夜に行 っ

た｡ 気温が非常に低く長時間外 で 立ち止ま っ て い る

ことは で きない の で
,
プ ロ グ ラ ム と して は ゲ

ー ム を

した り歌を歌 っ たりす るキ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

と は異

なり短時間で あるo 小さなかまくらを作りそ の中に

火を灯し
,
ラ イ ト ア ッ プした入場通路の 先に 高さ 2

メ
ー ト ル 程 の キ ャ ン ド ル フ ァ イ ヤ ー

を作り (写真 3

21 1

参照) , そ れを囲ん で 火を見 つ めなが ら参加者代表

に 感想を行 っ て もらい
,
記念撮影を行うとい うも の

で 30 分程 の 内容だ っ た ｡ 星座観察は キ ャ ン ド ル フ ァ

イ ヤ ー

の 後に 行い ,
オ リ オ ソ 座 ,

おお い ぬ座 ,
こ い

ぬ 座か らなる冬の 大三角形を中心に行 っ た｡ そ れぞ

れに つ い て 楽しか っ た か どうか とい う質問をしたと

こ ろ, キ ャ ン ド ル フ ァ イ ヤ
ー

で は ｢ 楽しか っ た｣ ,

｢ や や 楽しか っ た｣ と答えた者が3 0 人 ( 全体の 7 割)

おり ( 表 8 参照)
,
星座観察で は2 1 人 ( 全体の 5 割)

い た ｡ また星座観察で は2 0 名 ( 全体の 4 割) の 者が

｢ 普通｣ , ｢ や や つ まらなか っ た｣ , ｢ つ ま らなか っ た｣

と答 え て い る ( 表 9 参照) o キ ャ ソ ド ル フ ァ イ ヤ ー

で は 記念写真を楽しそ うに行う参加者の 姿や , 物珍

しそ うに キ ャ ン ド ル フ ァ イ ヤ
ー

に 触れ る参加者の 姿

が多く見られた｡ 星座観察に つ い て は, キ ャ ソ ド ル

フ ァ イ ヤ ー

の 後とい う こ と で少し寒さを感じ始めて
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表8 キ ャ ンドル7 7 イヤ
ー
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表1 0 人間関係は上手くいきましたか ?
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表1 2 スキ ー 教室に対する希望
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表1 1 また来年もスキ ー 教室に参加

したい と思いますか ?
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写真 1 スキ - 上級班

写真 2 集団滑走

写真 3 キ ャ ン ドルフ ァ イヤ ー

写真 4 おたの L み会

写真 5 グリ ー ン ピア津南前での閉講式

おり , さらにそ の 日 は空に雲が か か り, 冬 の 大三角

形 もは っ きり見えない ような状況だ っ たた め
,

.
他 の

プ ロ グ ラ ム と比 べ 肯定的な感想を持 っ た者が少なか っ

たと推察で きる｡

さ て
, 異年齢間の 交流に関して ｢ 人間関係は上手

くい きま したか ? ｣ と い う質問に 対して は
,
｢ 上手

くい っ た｣ , ｢ や や上手くい っ た｣ と答えた者が3 2 人

( 全体 の 7 割) を 占め ( 表10 参照) , 参加 者に と っ

て 普段 の 学校生活とは違 っ た経験に なり
,
ま た そ の

関係も円滑で あ っ た こ とが伺え る ｡ 主観的に 見て も
,

キ ャ ソ プ体験と比 べ ス タ ッ フ が戸惑う状況も少なく ,

活動班に おい て は各班の上級生が下級生を各部屋 で

上手くまとめ, お楽しみ会の ス タ ソ ツ を考えたり ,

面倒を見たりす る姿が随所に 見られた ｡

最後に 来年も参加 したいか とい う質問をしたと こ

ろ, 38 名 ( 全体の 9 割) が ｢ また来たい｣ と答えて



小
･

中学生 の ス キー教室に関する研究

おり ( 義l l) , 今回 の ス キ ー 教室に 対して 肯定的な

感想を持 っ た子 どもが非常に多か っ た ことが伺える ｡

ス キ
ー

教室に対する要望 ( 自由記述) に おい て は,

無回答が多か っ たもの の ,
｢ 日程 を長く してほ しい｣ ,

｢ 色々 なゲ レ ン デを滑りたい｣ , ｢ 講習の 時間を長く

して ほ しい ｣ ( 表1 2 参照) な ど, より ス キ ー

をす る

時間を長く して ほ しい とい う回答が見られた｡ 日程

を見てみると, 初日の午後に 2 時間
,
2 日目 の 午前

に 3 時間 , 午後に 3 時間, 最終日 の午前に 2 時間半

の ス キ ー 講習時間を設けて い るが , 今後検討して い

く必要もあるだろう｡

4 . まとめ

1 ) 今回の ス キ
ー

教室は参加者の 参加動機に即 した

指導
,
班編成 に より

,
参加者の ス キ ー

に対する好

意的態度を育んだ ｡

2 ) 今回 の ス キ ー 教室で は普段 の学校で は経験で き

ない 異年齢間の交流を円滑に経験させる こ とが で

きた｡

2 1 5

3 ) 新潟市の 小中学生は ス キ ーに 対する好意的な気

持ちは持 っ て い るが 経験が少な い とい う現状が あ

る の で
, 学校体育 - の 積極的導入 を検討する必要

がある ｡

3 ) ス キ
ー

だけ で なくキ ャ ン ドル フ ァ イ ヤ
ー

などを

含む本ス キ ー 教室は , 参加者に 自然体験活動を体

験させる こ とがで き, 参加者か ら肯定的な感想を

得た｡
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